NEJM勉強会2002　第9回02/3/27実施Aプリント　担当：佐々木　庸郎

・Case 6-2002:A 54-Year-Old Woman with Left, Then Right, Central-Retinal-Vein Occlusion(Volume 346:603-610 February 21, 2002 Number 8)

─始めに左、続いて右の中心網膜静脈閉塞を来した54歳の女性─

【患者】54歳、女性

【主訴】左右の視力障害

【現病歴】

　生来健康であったが、入院の2年前貧血と診断されたが、精査は行われなかった。

　入院の1年前、疲労感が出現し体が徐々に弱って辛うじて歩ける程になった。この年は、鼻出血が出現し徐々に頻度が増していった。また、患者はたまに起こる頭痛に対してアスピリンを服用していた。

　入院の7ヶ月前、患者は左目の中心視野が障害され、血液検査においてHt.24%, ESR>140, T.P. 14g/dLであり、左目の中心静脈閉塞と診断された。網膜のレーザー光凝固療法が施行されたが、患者の視力は改善しなかった。続く3ヶ月間、左目の中心視野と周辺視野を徐々に失っていった。患者は、別の施設において精査を受け、血管造影により無症状の右目に多発小出血を認めたが、治療は施されなかった。

　入院の7.5週間前、Ht. 24.7%, WBC 5800/mm3, Plt. 221,000/mm3, MCV 84μm3, ESR >140であった。

　入院の3.5週間前、PT 15.6sec, aPTT 45.2sec, BS 136mg/dL, T.chol 111mg/dL, T.G. 35mg/dL, U.A. 7.1mg/dL, T.P. 15.8g/dL, Fe 61μg/dLであった。

　入院2週間前、疲労感が悪化し右目の視力も障害された。患者は、Massachusetts Eye and Ear Infirmary in Bostonにおいて眼科の検査を受けたが、視力は右20/25、左20/400であった。右目において、視神経乳頭の浮腫(++)、眼底全体のびまん性網膜内出血を伴う網膜血管の充血(+++)、網膜内多発cotton-wool infarcts、黄斑浮腫(++)であった。左目の所見は同様であったが更に重く、眼底全体にびまん性にlaser scarsが認められ、当院紹介となった。ある診断的手技が行われた。

【既往歴】type 2 DM、高血圧

【生活歴】喫煙、飲酒、麻薬服用歴なし

【家族歴】母：“高血圧”にて死亡、親戚数人に高血圧と糖尿病

【職業歴】Bermuda出身、事務職

【服用薬剤】furosemide, nifedipine, potassium chloride

【入院時現症】<General>体温37.2℃、脈拍90/min、呼吸数18/min、血圧100/60mmHg、酸素飽和度96%(2L/minの酸素吸入時)、黄疸・発疹・紫斑・溢血点・リンパ節腫脹(-)、頸動脈雑音(-)、Ⅱ/Ⅵ収縮期雑音、肝脾腫(-)、浮腫(-)

　

